
団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

①医療連携体制 ◯　市役所本庁内に在宅医療介護連携支援センターを設置し関係機関等から
の相談に対応。

◯　在宅医療介護連携支援センターを継続設置。

②がん ◯　住民ボランティア及び地域自主組織と協働し、がん検診の啓発や受診勧
奨を実施。
◯　多様な受診方法・機会の提供（土日検診、セット検診、特定健診との同日
実施、人間ドック等）
◯　要精密検査者及び精密検査未受診者への受診勧奨を実施。

◯　地域自主組織と協働したがん検診の啓発及び受診勧奨。（※住民ボラン
ティアによる啓発は新型コロナ感染防止のため今年度は中止。）
◯　多様な受診方法・機会の提供（土日検診、セット検診、特定健診同日実
施、人間ドック等）
◯　要精密検査者及び精密検査未受診者への受診勧奨。

③脳卒中
④心筋梗塞等の心血
管疾患
⑤糖尿病

◯　医師会との連携による健診を入り口とした生活習慣病予防の取り組みを
実施（特定健診受診勧奨のミニのぼり旗を設置等）。
◯　雲南市立病院との連携、役割分担による健診事後フォローを実施。
◯　島根大学との共同研究による生活習慣病予防の取り組み実施。
◯　地域自主組織との協働による生活習慣病予防の取り組みを実施（健康講
演会等）。
◯　地域ケア会議等を通じて介護支援専門員や地域包括支援センター職員等
介護分野の職員と生活習慣病の予防や重症化防止について課題共有を図っ
た。

◯　医師会との連携による健診を入り口とした生活習慣病予防の取り組み。
◯　雲南市立病院との連携、役割分担による健診事後フォロー。
◯　島根大学や地域自主組織との協働による生活習慣病予防の取り組み強
化。
◯　地域ケア会議等を活用し、介護支援専門員や地域包括支援センター職員
等介護分野と健康課題の共有を図り疾病予防・重症化防止を図る。

⑤糖尿病 ◯　R2年度に雲南市糖尿病対策連絡会の新設する方向で医師会や保健所と
の協議を実施。
◯　雲南圏域版ＣＫＤフォロー体制の円滑な運用に向け、医師会や保健所と協
議を実施。
◯　雲南市立病院と協働し糖尿病予防教室を実施。
◯　ＣＫＤ対象者への保健指導、未受診者への受診勧奨、健康教室の案内を
実施。

◯　雲南圏域版ＣＫＤフォロー体制の円滑な運用に向け医師会、保健所と連
携。
◯　ＣＫＤ対象者への管理状態の確認、保健指導、未受診者への受診勧奨。
◯　雲南市立病院と協働し糖尿病予防教室を実施。
　※雲南市糖尿病対策連絡会は新型コロナによりR3年度に延期。

⑥精神疾患 ネットワークの強化
◯　自死防止総合対策連絡会１回
◯　自死防止総合対策検討会１回
自死対策を支える人材育成の強化
◯　ゲートキーパー養成研修（気づくＧＫ５回）
◯　妊娠期からの切れ目ない支援研修1回
自死未遂者支援
◯　保健師等による事例検討

◯　地域ケア会議等を活用し介護支援専門員や地域包括支援センター職員
等介護分野との健康課題の共有・連携を図り、自死防止対策（自死防止及び
自死遺族への支援）や精神疾患（認知症含む）患者への支援の充実を図る。

⑧災害医療 ◯　地域ケア会議等を活用し介護事業所や地域包括支援センター等介護分
野との課題共有・連携強化を図り災害時要配慮者への支援の充実を図った。
◯　災害時保健活動研修会を企画し、報告書を作成し関係者の情報共有を
図った。
◯　島根県国民保護訓練へ参加した。

◯　地域ケア会議等を活用し介護事業所や地域包括支援センター等介護分
野との課題共有・連携強化により、災害時要配慮者への支援の充実を図る。
◯　避難所における新型コロナウイルス感染症研修を実施。

⑩周産期医療 ◯　平成30年に開所した母子健康包括支援センターだっこ♪において、丁寧
な妊娠時の面接・指導と支援カンファレンスを行うことができた。
◯　周産期医療機関との連携がよりスムーズに行われるようになった。

◯　母子健康包括支援センターだっこ♪において、妊娠届け出時の相談の充
実。支援プランの作成と、関連機関との連携強化。
◯　周産期医療機関との連携、体制の強化。

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑫在宅医療 ◯　地域ケア会議等を活用し介護事業所や地域包括支援センター等介護分
野との課題共有を図った。
◯　「雲南圏域における入退院連携マニュアル」及び連携シートの活用による
医療分野と介護分野の連携強化を図った。
◯　医師会雲南ブロック会との保健医療福祉の取り組み・課題共有、意見交
換
◯　健康づくり講演会の実施。

◯　地域ケア会議等を活用し介護事業所や地域包括支援センター等介護分
野との課題共有、「雲南圏域における入退院連携マニュアル」及び連携シート
の活用を図り、医療分野と介護分野の連携強化を図る。
◯　新型コロナウイルス対応として、医師会雲南ブロック会に対する保健医療
福祉の取り組みを、書面により周知。
◯　新型コロナウイルス対応として、健康づくり講演会CATVの番組放映により
実施。

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　地域ケア会議等を活用し、医療機関、薬局及び介護事業所や地域包括支
援センター等医療介護にかかる関係機関との課題共有・連携強化を図る。

⑱健康づくり・介護予
防

◯　医師会や地域自主組織、職域等との連携による各種検診の受診率向上
に向けた取り組み。
◯　集団特定健診当日の保健指導の実施（栄養・口腔含む）。
◯　地域自主組織や住民自主グループ等との連携・協働による地域における
健康づくり・介護予防の取り組みの推進（健康教育、うんなん幸雲体操等）。
◯　多機関多職種の参画による自立支援型地域ケア会議の定期開催（月１
回）。
◯　介護支援専門員や地域包括支援センターとの連携強化により地域リハビ
リテーション活動支援事業の活用を促進。
◯　保健事業と介護予防の一体的実施に向けた市組織体制の見直しと制度・
組織横断的な健康づくり・介護予防事業の推進。

◯　医師会や地域自主組織、職域等との連携による各種検診の受診率向上
に向けた取り組み。
◯　特定保健指導の実施。
（※但し集団特定健診当日の保健指導は新型コロナ感染防止のため中止。）
◯　R３年度からの保健事業と介護予防の一体的実施に向けた準備と制度・
組織横断的な健康づくり・介護予防事業の推進。
◯　地域自主組織や住民自主グループ等との連携・協働による「うんなん幸雲
体操」実施地域の拡大など地域における健康づくり・介護予防の取り組みを推
進。
◯　「うんなん幸雲体操」等運動を中心とする通いの場において、口腔機能や
栄養に関する健康教育を実施する。
◯　多機関多職種の参画による自立支援型地域ケア会議の定期開催（月１
回）。
◯　介護支援専門員や地域包括支援センターとの連携強化により地域リハビ
リテーション活動支援事業の活用を促進し、在宅療養者に対する運動・栄養・
口腔面での支援の充実を図る。

⑲母子保健 ◯　不妊治療の助成
◯　産後ケア事業、産前産後サポート事業
◯　妊娠中の歯科検診をはじめとする歯科保健対策の推進
◯　乳幼児健康診査の要指導・要精検児のフォローや健診未受診児へのきめ
細かな支援
◯　産後うつチェックシートの実施、育児不安に対する切れ目ない支援体制の
構築
◯　養育不安や虐待疑いへの早期介入と関係機関との連携による支援

◯　不妊治療の助成、不育症治療の助成
◯　産後ケア事業、産前産後サポート事業
◯　妊娠中の歯科検診をはじめとする歯科保健対策の推進
◯　乳幼児健康診査の要指導・要精検児のフォローや健診未受診児へのきめ
細かな支援。
◯　産後うつチェックの実施、育児不安に対する切れ目ない支援体制の構築
◯　養育不安や虐待疑いへの早期介入と関係機関との連携による支援
◯　新生児聴覚検査費用の助成
◯　産婦健診の実施により、産後支援の充実を図る。

雲南市
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑳従事者確保 ◯　多機関多職種の参画による各種地域ケア会議を開催し、保健・医療・介
護・地域の関係者の顔の見える関係づくりと資質向上を図った。

◯　多機関多職種の参画による各種地域ケア会議を開催し、保健・医療・介
護・地域の関係者の顔の見える関係づくりと資質向上を図る。

①医療連携体制 ◯　雲南医師会仁多ブロックで新型コロナウィルス感染症に関する意見交換
会、情報交換会を実施（２回）

②がん ◯　がん予防の推進
・自治会でのがん検診についての啓発と受診勧奨
・健康づくり推進員を通じたがん検診希望調査票の配布と受診勧奨
・国保特定健診(集団)とがん検診セット化と予約制による受診率の向上
・協会けんぽ被扶養者の特定健診(集団)受診時でのがん検診のセット化
・がん検診無料クーポン券発行による受診率向上推進
・検診が受けやすい体制整備　（検診のセット化、土曜日や平日の夕方にがん
検診の実施）
・ＪＡと連携したがん検診の実施
・精検未受診者へのコール・リコールモデル事業の実施
・大腸がん検診精検未受診者への受診状況調査

◯　がん予防の推進
・自治会でのがん検診についての啓発と受診勧奨
・健康づくり推進員を通じたがん検診希望調査票の配布と受診勧奨
・事業所と連携したがん予防についての啓発や取り組みへの支援
・国保特定健診(集団)とがん検診セット化と予約制による受診率の向上
・協会けんぽ被扶養者の特定健診(集団)受診時でのがん検診のセット化
・がん検診無料クーポン券発行による受診率向上推進
・検診が受けやすい体制整備　（検診のセット化、土曜日や平日の夕方にがん
検診の実施）
・ＪＡと連携したがん検診の実施
・大腸がん検診精検未受診者への受診状況調査

③脳卒中 ◯　脳卒中予防の推進
・脳ドックの実施

◯　脳卒中予防の推進
・脳ドックの実施

③脳卒中
④心筋梗塞等の心血
管疾患
⑤糖尿病

◯　脳卒中予防の推進
◯　心筋梗塞等の心血管疾患の予防
◯　糖尿病予防の推進
・自治会、事業所での健診受診及び生活習慣病予防についての啓発
・国保に加入する30歳代の方へ健診の実施
・特定健診結果報告会の実施と、特定保健指導初回面接分割実施による特
定保健指導実施率の向上
・生活習慣病予防教室の開催
・医師会との生活習慣病対策についての説明及び意見交換会の開催
・診療情報提供書によるかかりつけ医との連携事業の継続
・特定健康診査でのインセンティブ制度の導入
・AIを活用した特定健康診査未受診者対策の実施
・事業所訪問により健康づくりに関する取組みとニーズを把握

◯　脳卒中予防の推進
◯　心筋梗塞等の心血管疾患の予防
◯　糖尿病予防の推進
・令和元年度の取り組みの継続
・事業所と連携した生活習慣病予防についての啓発や取り組みの支援
・特定健康診査に係る治療中患者の診療情報提供に関して県医師会と委託
契約

⑤糖尿病 ◯　糖尿病対策の推進体制の整備
・奥出雲町国保特定健診CKDフォロー対象者への支援
・CKDフォロー事業説明会において医師会との意見交換

◯　糖尿病対策の推進体制の整備
・令和元年度の取り組みの継続
・後期高齢者を対象とした糖尿病腎症重症化予防事業の実施

⑥精神疾患 ◯　各世代に対応した心の健康づくり
・臨床心理士による相談を毎月1回開催と相談窓口の周知
・自治会や事業所における学習会開催の支援
・産後のメンタルヘルスについての正しい知識の普及
・ゲートキーパー研修の実施
・奥出雲町精神障害者家族会サロンの開催、当事者への支援
・奥出雲町いのち支える自死対策計画の推進

◯　各世代に対応した心の健康づくり
・令和元年度の取り組みの継続
・子育て世代包括支援センターの設置
・中学校において、生徒が悩みを相談できる窓口の周知
・自死未遂者支援対策の構築

奥出雲町

雲南市
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑫在宅医療 ◯　雲南医師会仁多ブロックで実施する在宅当番医制に対する支援
◯　条件不利地に対して訪問診療を実施する医療機関に対する支援

◯　雲南医師会仁多ブロックで実施する在宅当番医制に対する支援
◯　条件不利地に対して訪問診療を実施する医療機関に対する支援

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　地域ケア多職種連携会議において、医療介護関係者でもしばなゲームを
用いた研修実施

⑮医薬品の安全確保 ◯　血液事業の推進
・成人式での啓発用チラシの配布
・献血運動協力団体被表彰団体の広報掲載

◯　血液事業の推進
・令和元年度の取り組みの継続

⑯臓器移植等 ◯　普及啓発活動
・献血に合わせ、ドナー登録に関する啓発
◯　ドナー登録の促進
・骨髄移植ドナー支援事業の実施

◯　普及啓発活動
◯　ドナー登録の促進
・令和元年度の取り組みの継続

奥出雲町げんきプラン21第2期計画・
第2期奥出雲町食育推進計画・
第2期奥出雲町データヘルス計画・
第3期特定健康診査等実施計画・
奥出雲町いのち支える自死対策計画等に基づく活動の推進

◯　住民主体の地区ごとの健康づくり活動の推進
・健康づくり推進協議会の開催
・健康づくり推進員を中心とした自治会ぐるみの健康づくり活動の推進
・事業所、各機関等での健康づくり活動の推進
◯　生涯を通じた健康づくりの推進
◯　疾病の早期発見、合併症予防、重症化予防

・奥出雲町げんきプラン21第2期計画、第2期奥出雲町食育推進計画、第2期
奥出雲町データヘルス計画、第3期特定健康診査等実施計画、奥出雲町いの
ち支える自死対策計画等に基づく活動の推進
・第2期奥出雲町データヘル計画中間評価

◯　住民主体の地区ごとの健康づくり活動の推進
・令和元年度の取り組みの継続

◯　生涯を通じた健康づくりの推進
◯　疾病の早期発見、合併症予防、重症化予防

＜スローガン別取り組み状況＞
＊主な取り組みについて記載
おいしく作って楽しく食べよう
・食生活改善推進員育成教室の開催（12名育成）
・リハビリテーション学院での学習会を開催し、若い世代への啓発を実施（農
林水産省のHPに掲載）
・健康栄養相談日の開催（隔月第2月曜）
・食生活改善推進員等の自主グループへの支援
日常生活に運動を取り入れよう
・自主グループへの支援
・生活習慣病予防教室等学習会の開催
心の健康づくりに取り組もう
・自治会や事業所における学習会開催
・ゲートキーパー研修の実施
・妊娠中から産後のメンタルヘルスについての正しい知識の普及、育児　困難
の早期発見・支援

＜スローガン別取り組み状況＞
＊新たな取り組みについて記載
おいしく作って楽しく食べよう
・令和元年度の取り組みの継続
・事業所と連携した、働き世代の食への関心を高めるための情報発信や活動
支援

日常生活に運動を取り入れよう
・令和元年度の取り組みの継続

心の健康づくりに取り組もう
・令和元年度の取り組みの継続
・子育て世代包括支援センターの設置
・産前・産後サポート、産後ケア事業の実施

奥出雲町

⑱健康づくり・介護予
防
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

・若年層（中学生・成人式出席者）を対象とした自死予防街頭キャンペーンの
実施
・臨床心理士による相談日月1回開催
実践しよう防煙・分煙・禁煙
・煙のない施設登録に向けての働きかけ
・自治会集会所の禁煙の取り組みの推進
・健康増進法が改正に伴う受動喫煙防止の正しい知識の普及
お酒と上手に付き合おう
・適正飲酒に向けた啓発
・断酒会への支援
・相談窓口の周知
めざそう８０２０　よく磨きよく噛もう
・幼・小・中学校と連携しフッ化物の利用やブラッシング指
導の徹底
・歯と口の健康相談室の開催と利用者の、情報提供書発行者への受診勧奨と
保健指導の実施

実践しよう防煙・分煙・禁煙
・令和元年度の取り組みの継続
・事業所での受動喫煙防止対策や学習会の支援

お酒と上手に付き合おう
・令和元年度の取り組みの継続

めざそう８０２０　よく磨きよく噛もう
・令和元年度の取り組みの継続
・妊娠期の口腔ケアについて啓発

・成人歯科検診の実施と自治会での啓発
進んで健診、結果を生かそう
＊番号②～⑤に記載
健康生活で寝たきり予防
生きがいを持って充実ライフ
・住民主体の通いの場づくりの支援
・介護予防のための学習会の開催
・健診受診勧奨
◯　多様な実施主体による連携の取れた効果的な運動の推進
・奥出雲町健康づくり推進協議会の開催
・公民館、福祉委員、食育に係る産直市等関係機関との情報交換と効果的な
活動の展開
・小さな拠点づくりでの、健康に関する啓発・相談の実施

進んで健診　結果を生かそう
＊番号②～⑤に記載
健康生活で寝たきり予防
生きがいを持って充実ライフ
・令和元年度の取り組みの継続
・住民主体の通いの場づくりの支援
◯　多様な実施主体による連携の取れた効果的な運動の推進
・令和元年度の取り組みの継続
・介護予防に係る関係機関との情報交換と効果的な活動の展開

⑲母子保健 ◯　切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策
・子育て世代包括支援センターの設置に向けて協議
・特定不妊治療費助成及び一般不妊治療費助成事業の実施
・母子健康手帳交付時の面談により、情報提供や支援の実施
・こんにちは赤ちゃん訪問事業の実施（第1子は助産師による訪問も実施）
・EPDS等によるメンタルヘルス対策
・幼児園を通し、食生活に関する情報を保護者へ提供
・幼児園での健康づくりに関する活動への支援
◯　学童期・思春期から成人期に向けた保健対策
・学校等関係機関と連携し奥出雲町いのち支える自死対策計画の推進
・幼少期から命の大切さに触れる学習会の開催
・小・中学校、高校を通し、食生活に関する情報を保護者へ提供
・小・中学校、高校における健康づくり活動への支援
◯　子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり
・乳幼児期の健康診査の実施
・乳幼児健康診査の要指導、要精密検査児のフォロー
・適切な時期に予防接種が受けられるよう接種勧奨の実施

◯　切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策
◯　学童期・思春期から成人期に向けた保健対策
◯　子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり
・令和元年度の取り組みの継続
・子育て世代包括支援センター設置
・産後2週間及び1か月の産婦健康診査の実施
・産前・産後サポート、産後ケア事業の実施
・妊娠期の口腔ケアについて啓発
・中学校において、生徒が悩みを相談できる窓口の周知

奥出雲町

⑱健康づくり・介護予
防
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

◯　育てにくさを感じる親に寄り添う支援
・1.6歳児、3歳児健康診査における臨床心理士による相談を全員実施
・遊びの教室、療育教室、親グループカウンセリング等の開催と支援
・5歳相談の実施と支援
・関係課との連絡協議
◯　妊娠期からの児童虐待防止対策
・子育て世代包括支援センター設置に向けての協議
・医療機関、学校等の関係機関及び関係各課等との連携
・要保護児童対策地域協議会での情報共有と支援

⑳従事者確保 ・雲南市、雲南市立病院と連携して地域枠推薦学生及び地域枠出身医師との
交流会実施

・地域枠推薦医学科生、看護学科生との交流会実施

飯南町 ①医療連携体制 ◯　地域包括ケア推進局の活動 ◯　地域包括ケア推進局の活動を継続

②がん ◯　検診未受診者対策の強化、複数回の受診勧奨
◯　飯南病院との連携（子宮がん検診、大腸がん検診）
◯　飯南病院での禁煙外来の実施
◯　公共機関での敷地内禁煙実施

◯　検診未受診者対策の強化、複数回の受診勧奨
◯　飯南病院との連携（子宮がん検診、大腸がん検診、診療データの活用、特
定健診のフォロー）
◯　健康管理システムの導入におけるデータ管理体制の充実に向けた検討。
◯　生活習慣病予防の取り組みとの連携

③脳卒中
④心筋梗塞等の心血
管疾患

◯　働きざかりの健康づくり連絡会を中心とした意識啓発
◯　健康にい～にゃん週間の実施（年３回）
血圧測定の啓発
◯　住民健診での資料を用いた啓発
◯　ＬＩＮＥを用いた生活習慣病予防啓発
◯　ＡＩを活用した特定健診受診勧奨、未受診者への勧奨の実施。

◯　事業所訪問、事業所での健康教室を継続
◯　各種啓発（健診の場の活用、ＳＮＳの活用）
◯　ＡＩを活用した特定健診受診勧奨、未受診者への勧奨の実施。
◯　健康管理システムの導入におけるデータ管理体制の充実に向けた検討。
（再掲）

⑤糖尿病 ◯　飯南病院と連携した糖尿病啓発資料の作成、配布
◯　ＣＫＤフォロー体制の整備。

◯　飯南病院と連携した糖尿病対策の取り組み
◯　ＣＫＤフォロー体制の活用。

⑥精神疾患 ◯　「こころの健康相談日」の実施（偶数月）
◯　「ウイッシュ定期相談日」の実施（年４回）
◯　精神障がい者家族会の支援
◯　福祉事務所内に子ども若者支援担当（保健福祉課兼務）配置
◯　ひきこもり、発達障がいなどの支援機関や、医療機関との連携、情報共有
◯　自死予防計画の遂行
◯　関係機関との連携
◯　保健所と連携し、ゲートキーパー養成研修の実施
◯　事業所のメンタルヘルスへの支援

◯　関係機関との連携により、相談体制の充実
◯　ゲートキーパー養成研修実施
◯　子育て包括支援センター立ち上げによる妊産婦のメンタルヘルスについて
の支援、虐待の早期発見、支援
◯　全世代型総合相談窓口

⑧災害医療 ◯　新型コロナウイルス感染症を考慮した福祉避難所内の物品・人の流れの
配置図作成。

◯　防災担当課と連携し、災害保健活動マニュアル、記録、準備物品の整備。
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑱健康づくり・介護予
防

◯　飯南町健康増進計画「健康ないいなん２１」中間評価
◯　第４次飯南町食育推進計画策定
◯　飯南町データヘルス計画評価
◯　多機関、多職種の参画による自立支援型地域ケア会議の開催（月1回）
◯　サロン、長生き体操教室での感染症予防の啓発
◯　長生き体操の啓発、継続支援
◯　オレンジカフェ（認知症の方、その家族）
◯　認知症サポーター養成講座の開催
◯　認知症地域支援推進員との連携
◯　認知症初期集中支援チーム会議への参加
◯　関係機関との連携
◯　集団特定健診当日のフレイル予防の啓発

◯　健康づくりと介護予防の一体的推進をするための組織横断的な事業の推
進
◯　多機関、多職種の参画による自立支援型地域ケア会議の開催（月1回）

健康づくり重点活動
◯　食生活改善
特に減塩、糖分・脂肪の摂りすぎを控える
栄養成分表示の正しい理解の普及
◯　運動習慣の継続
◯　コロナ禍での人とのつながり

介護予防
◯　フレイル予防
◯　認知症予防

⑲母子保健 ◯　１０月より子育て世代包括支援センター開設。
職員配置。
◯　母子保健計画に沿った事業の推進
◯　不妊治療助成
◯　育児不安や養育不安、虐待疑いへの早期介入と支援
◯　医療機関、保育所、学校等関係機関との連携
◯　乳幼児健康診査の要指導、要精検児のフォロー

◯　　母子保健計画の推進
◯　　妊娠、出産、子育ての相談窓口、来所相談
◯　　不妊治療助成

雲南市立病院 ①医療連携体制 ◯　在宅療養後方支援病院として、診療所医師の負担軽減に努めている。
（Ｒ２.３現在：登録者２６５名）
◯　奥出雲病院及び飯南病院に対し、継続的に診療支援を実施している。

②がん
③脳卒中
④心筋梗塞等の心血
管疾患
⑤糖尿病
⑥精神疾患

◯　高次・専門施設との連携を取りながら地域ニーズに合った医療提供体制
を構築している

⑦救急医療 ◯　救急連絡会を通じ救急車の受入不可事案を検証しながら、救急車の受け
入れ件数増加を図り救急医療の充実に努めた。
（Ｈ３０：８２７件、Ｒ１：９０４件）

⑧災害医療 ◯　ＢＣＰワーキンググループを結成し、５月～１２月の期間で検討し、ＢＣＰを
作成した。また、作成したＢＣＰを基にアクションカードを使用して、防災訓練を
実施。計画の検証を行った。

◯　令和元年度の訓練では、多くの課題や問題点が挙げられた。今年度はこ
うした課題や問題点を踏まえ訓練を実施する予定。

⑨地域医療 ◯　旧田井診療所に於いて、１１月より巡回診療を開始した。（Ｒ１：１２５件）
◯　４月１日より附属掛合診療所を開所した。

⑩周産期医療 ◯　分娩件数は前年度並みの分娩件数であった。
（Ｈ３０：６９件、Ｒ１：６６件）

◯　引き続き周産期医療体制の充実を図る。
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑪小児医療 ◯　小児科医２名体制を維持し、医療提供体制の充実ができている。

⑫在宅医療 ◯　地域ケア科医師を中心に、訪問診療（１７０回）往診（２４回）在宅看取り（１
０名）を行った。

◯　更なる在宅医療の充実を図る。

⑰医療安全の推進 ◯　医療安全体制の充実を図るため、7月1より医療安全部を設置し、その内
室として医療安全推進室を設けるとともに、医療安全管理者を専従配置した。

◯　医療安全対策の標準化のため、医療安全管理体制に関する指針・医療事
故防止マニュアル等の整備と周知。レポート報告の中から優先度の高い事例
を抽出し、情報収集・分析・適宜システム見直し、対策等の実施状況の評価と
フィードバック。職員研修の企画・実施・結果のフィードバックを行う。

⑱健康づくり・介護予
防

◯　医療出前講座を計１０６回開催し、地域の健康増進に努めた。

⑲母子保健 ◯　市からの委託により、産後ケア事業を平成29年度から実施している。
Ｒ１年度実績：利用者５人（ＤＡＹ２件、ショート３件）日数１２日

⑳従事者確保 ◯　地域医療人育成センター（Ｈ２１年度設置）を中心、医師をはじめとした医
療職の育成に努めている。
◯　２名の地域枠推薦医師（外科・整形外科）が従事している。
◯　新たに総合診療専攻医が３名、研修を開始した。

◯　総合診療プログラムの充実を図り、専攻医の募集を行う。
◯　定員を２名から３名に拡充した。

②がん ◯　がん薬物療法専門医、がん薬物療法認定薬剤師による治療を実施
◯　がんサロンの開催

◯　がん薬物療法専門医、がん薬物療法認定薬剤師による治療を実施
◯　がんサロンの開催

⑤糖尿病 ◯　糖尿病専門医や療養指導士による生活習慣病予防教室の開催 ◯　糖尿病専門医や療養指導士による生活習慣病予防教室の開催

⑦救急医療 ◯　救急告示病院 ◯　救急告示病院

⑨地域医療 ◯　研修医、医学生の受入
◯　小、中、高校生の職場体験、見学の実施

◯　研修医、医学生の受入
◯　小、中、高校生の職場体験、見学の実施

⑩周産期医療 ◯　マタニティ教室の開催 ◯　マタニティ教室の開催

⑫在宅医療 ◯　訪問診療、リハビリ、栄養指導の実施。
◯　町が事業主体である「訪問看護事業」に病院の看護師３名配置。

◯　訪問診療、リハビリ、栄養指導の実施。
◯　町が事業主体である「訪問看護事業」に病院の看護師３名配置。

町立奥出雲病院
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

飯南町立飯南病院 ①医療連携体制 ◯　他院からの診療支援（内科、整形外科、小児科、産婦人科、眼科、宿日
直）
◯　他院への診療支援（総合診療・消化器内科・緩和ケア）
◯　高次医療機関との連携（松江圏域・出雲圏域・広島県三次市）
◯　まめネットへの加入

◯　新たに診療支援（外科）
◯　新たに１名の医師を派遣（総合診療）

②がん ◯　人間ドックの実施
◯　子宮がん、大腸がん検診を町から受託
◯　がんサロンを患者サロンとして実施（月２回）
◯　がん登録の実施
◯　敷地内禁煙・禁煙外来
◯　消化器専門医によりESD等の実施

⑤糖尿病 ◯　糖尿病療養支援チームによる療養支援、糖尿病教室の開催

⑥精神疾患 ◯　月３回～４回精神科・心療内科外来
◯　地域のネットワークとの連携

⑦救急医療 ◯　救急告示病院
◯　消防署との連絡会議
◯　救急隊員生涯教育への協力

⑧災害医療 ◯　災害対策チームによるマニュアル作成・訓練の実施

⑨地域医療 ◯　診療所３施設の運営 ◯　地域支援ブロック制（町内診療所）

⑪小児医療 ◯　島根大学医学部からの診療支援

⑫在宅医療 ◯　訪問診療の実施
◯　地域包括ケア病床の増床（8床→10床）
◯　施設・在宅での口腔ケア
◯　福祉施設における摂食嚥下障害患者に対する口腔ケアの実施と施設へ
の支援

◯　地域包括ケア病床の増床（８床→１０床）

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　在宅、施設での看取り

⑳従事者確保 ◯　医師、医学生、看護学生、高校生、中学生の実習・研修受け入れ
◯　研修医の受入

◯　専攻医の受入（総合診療）

平成記念病院 ②がん ◯　緩和ケアネットワーク連絡会へ参加
◯　７月１日より敷地内全面禁煙実施

◯　緩和ケアネットワーク連絡会へ参加

③脳卒中 ◯　９月より脳神経内科、脳卒中専門医が常勤医師として勤務
◯　５月より作業療法士１名採用。併設老健だけでなく病院でもリハ実施

⑤糖尿病 ◯　６月１日雲南糖尿病サークルinIISHI研修会参加
◯　５月透析監視装置１台増設し、１９台とする。

◯　透析監視装置１台増設し、透析室フル稼働の２０台体制とする。

⑥精神疾患
⑱健康づくり・介護予
防

◯　関連施設の特養でコグニサイズ教室を４月から月２回開催 ◯　新型コロナウイルスの感染状況を注視し、感染防止策を徹底しながらコグ
ニサイズ教室を開催

⑨地域医療
⑳従事者確保

◯　看護師確保のため県内の看護師要請学校を訪問
◯　当院独自の奨学金制度の周知のため、圏域内の高等学校５校を訪問

◯　新型コロナウイルス感染防止のため学校訪問は止め、パンフレット等を郵
送
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑫在宅医療 ◯　近隣の有料老人ホームへ訪問診療実施 ◯　左記の訪問診療に加え、町内の特養への訪問診療開始
◯　患者個人宅への訪問診療を増加させる予定

⑰医療安全の推進 ◯　リスクマネジメント研修会の実施 ◯　リスクマネジメント研修会の実施

⑳従事者確保 ◯　人材紹介会社からの紹介により職員３名採用 ◯　人材紹介会社に頼らない職員採用（紹介料の削減）のため、就職支度金、
お祝い金の創設

①医療連携体制 ◯　精神疾患患者の他病院・医院からの紹介で受け入れ治療をした
◯　医療介護連携・入院時連携シートの活用

◯　関係機関との連携を図る
◯　退院支援のための合同会議を継続
◯　医療介護連携を継続

②がん ◯　精神疾患患者のがん治療を他病院からの継続で行う。 ◯　令和元年度同じ

⑥精神疾患 ◯　保健所による定期専門相談、巡回相談に医師派遣
◯　認知症疾患医療センターとして研修・会議参加
◯　外部カウンセリング支援への協力

◯　保健所による定期専門相談、巡回相談に医師派遣
◯　認知症疾患医療センターとしての事業の実施
◯　医師・心理士による外部カウンセリング支援への協力

⑦救急医療 ◯　「精神科救急医療整備雲南圏域連携調整会議」に医師・看護師出席 ◯　令和元年度同じ

⑧災害医療 ◯　緊急連絡網の点検、整備 ◯　令和元年度同じ

⑫在宅医療 ◯　訪問看護の充実を図り、悪化の防止に努めた
◯　地域包括ケア会議への参加

◯　訪問看護継続
◯　地域包括ケア会議への参加

⑰医療安全の推進 ◯　医療安全研修会の開催 ◯　医療安全研修会の開催・周知

雲南広域連合
雲南消防本部

④心筋梗塞等の
心血管疾患

◯　心肺蘇生法の講習会数　                      153回 ◯　心肺蘇生法の講習会数　                      100回
　　（新型コロナウイルス感染症の影響により、感染防止のため講習会を縮小
する）

⑦救急医療 ◯　救急救命士数　　　　　　　　　　　　　　　　 42名
◯　救急救命士研修                                2名派遣
◯　救急救命士の再教育受講率                 100％

◯　救急救命士数　　　　　　　　　　　　　　　　 44名
◯　救急救命士研修                                  2名
◯　救急救命士の再教育受講率                 100％

雲南広域連合 ①医療連携体制 ◯　在宅医療介護連携推進事業（構成市町で実施） ◯　介護側の窓口となる居宅介護支援専門員の活動支援

⑳従事者確保 ◯　介護人材の確保対策として専門職の資格取得支援（介護職員、介護支援
専門員）

◯　介護人材確保定着推進会議（仮称）を立ち上げて、関係機関との連携等を進める

奥出雲コスモ病院
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

①医療連携体制 ◯　雲南市立病院と開業医師の症例検討会及びコロナ対策など会議 ◯　令和２年度も同様

⑤糖尿病 ◯　糖尿病は雲南糖尿病の会にて医師、介護、看護、行政一体となって熱心
に行っている（大原、飯石、奥出雲の３ブロック）

◯　令和２年度も同様

⑥精神疾患 ◯　時に在宅医療の検討会に専門医の参加をお願いしている

⑫在宅医療 ◯　在宅医療の医師間で年に数回は検討会を行う（行政、開業医） ◯　令和２年度も同様

①医療連携体制 ◯　摂食嚥下支援研修会
　　地域の摂食嚥下を支援する体制作りのため（コロナにて中止）

①医療連携体制
⑤糖尿病

◯　糖尿病の医科歯科連携体制の強化
◯　歯周病に関する講演・事業説明

⑥精神疾患 ◯　認知症対策事業
　　認知症の早期発見と重症化予防
　　認知症患者への理解と対応力向上のための研修会の開催

⑫在宅医療 ◯　在宅歯科医療推進対策事業
　　地域包括口腔ケア会議の開催
◯　高齢者の低栄養予防対策
　　がん患者の周術期口腔機能管理研修会

◯　令和２年度も同様

⑳従事者確保 ◯　歯科医療従事者人材確保対策事業（セミナー）（コロナにて中止）

雲南圏域
健康長寿しまね推進会
議

②がん
③脳卒中
④心筋梗塞等の心血
管疾患
⑤糖尿病
⑥精神疾患
⑱健康づくり・介護予
防

【年間をとおして予防活動を実施】
◯　推進会議全体会にて、圏域健康課題（大腸がん、脳卒中、メンタルヘルス
対策等）についてのミニ学習会を開催し、活動の方向性について検討
◯　世界糖尿病デー雲南ブルーライトアップイベントにおいて、受動喫煙防止・
禁煙支援、運動習慣の定着、減塩、歯周病予防、メンタルヘルス等に関する
啓発実施
◯　健診（検診）受診啓発
◯　健康長寿しまね活動推交流会にて、住民主体の介護予防体操について学
習会と情報交換を実施
◯　プロジェクト検討会議の啓発活動
　　　食生活改善：減塩啓発活動
　　　運動推進：ウォーキングイベント等に関する情報発信
　　　たばこ・アルコール：世界禁煙デーや健康増進普及月間にあわせた情報
発信
　　　8020推進 ：口の健康に関する意識を高めるための啓発活動
　　　心の健康 ：うつ病に関する啓発等

【年間をとおして予防活動を実施】
◯　推進会議全体会にて、効果的な啓発活動を進めるための意見交換を実施
◯　５つのプロジェクト検討会議による啓発活動
　　①食生活改善
　　②たばこ・アルコール対策
　　③運動推進
　　④心の健康
　　⑤８０２０推進

島根県薬剤師会雲南支部 ①医療連携体制 ◯　多職種連携・薬薬連携の推進と充実 ◯　多職種連携・薬薬連携の推進と充実

②がん ◯　検診の受診勧奨(日常業務における検診受診の啓発) ◯　検診の受診勧奨(日常業務における検診受診の啓発)

③脳卒中 ◯　毎日の家庭血圧管理の重要性説明 ◯　毎日の家庭血圧管理の重要性説明

⑤糖尿病 ◯　簡易栄養相談
◯　低カロリー甘味料、低カロリー食品の紹介
◯　高カロリー食品、高糖質食品への注意

◯　簡易栄養相談
◯　低カロリー甘味料、低カロリー食品の紹介
◯　高カロリー食品、高糖質食品への注意
◯　糖尿病教育入院

雲南歯科医師会

雲南医師会
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑧災害医療 ◯　災害派遣要請時への体制整備（島根県薬剤師会災害対策マニュアル、研
修会の受講）

◯　災害派遣要請時への体制整備（島根県薬剤師会災害対策マニュアル）・
DMAT研修

⑨地域医療 ◯　診察後の薬の配達 ◯　診察後の薬の配達

⑫在宅医療 ◯　在宅患者訪問薬剤管理等に対する体制整備・研修会の開催（応需薬局の
拡大・応需件数の延伸）

◯　在宅患者訪問薬剤管理等に対する体制整備・研修会の開催（応需薬局の
拡大・応需件数の延伸）
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑭医薬分業 ◯　知識の修得に努めるため研修会の開催
◯　各種研修会の受講

◯　知識の修得に努めるため研修会の開催
◯　各種研修会の受講

⑮医薬品の安全性確保◯　日常業務として医薬品の適正使用の普及啓発
◯　学校薬剤師活動として薬物乱用防止研修実施

◯　日常業務として医薬品の適正使用の普及啓発
◯　学校薬剤師活動として薬物乱用防止研修実施
◯　副作用情報の収集・報告

⑰医療安全の推進 ◯　医療安全に関する研修会の開催
◯　医薬品の安全管理、リスクマネジメントの研修会の受講

◯　医療安全に関する研修会の開催
◯　医薬品の安全管理、リスクマネジメントの研修会の受講

⑱健康づくり・介護予防◯　健康相談会の開催 ◯　健康相談会の開催

⑳従事者確保 ◯　近隣県の大学への広報 ◯　近隣県の大学への広報
◯　実務実習受入

①医療連携体制 ◯　地域包括ケアにおける看護提供体制の構築
　　　→県看護協会の事業に参加

◯　令和元年度同じ

⑧災害医療 ◯　災害医療、看護の知識及び支援について学習し、災害支援ナースの登録
や人材育成に取り組む
　　　→県看護協会の事業に参加

◯　令和元年度同じ

雲南地区栄養士会 ①医療連携体制 ◯　病院と介護施設での食形態の統一化（雲南栄養士会研修会にて意見が
あった）

◯　継続し統一化・マニュアル化を進める（研修会等が中止になっており現在保留中）

⑤糖尿病 ◯　雲南圏域健康長寿しまねの活動に参画 ◯　雲南圏域健康長寿しまねの活動に参画予定

⑱健康づくり・介護予
防

◯　看護協会「まちの保健室」に参加
　　10/6   奥出雲町芸術文化祭
　　10/13 飯南町コスモス祭り（台風のため中止）
　　10/19 雲南市立病院病院祭
　　11/18 まちの食育ステーション（Aコープ横田）

◯　R２年度は中止との連絡を受け中止

雲南市社会福祉協議会 ①医療連携体制 えがおの里関係
◯　まめネットを活用し、えがおの里診療所、掛合診療所、雲南市立病院医師
への連絡・相談・指示受けなど迅速に対応できるようになった。異常の発見か
ら診察までの時間を短縮することができた。
在宅福祉サービス関係
◯　令和元年年度の取組報告会に雲南市立病院医師に参加していただき医
療と介護連携の一歩となった。
◯　居宅介護支援事業所3事業所において「在宅医療意見交換会」に参加し
医療・介護の連携について検討した。

◯　継続実施予定

⑥精神疾患 ◯　ストレスチェックを１０月実施（２３４人）
◯　「若者の就労支援事業」フリースペースを１１回開催、毎回１～７名の参加
があった。
◯　ユマニチュード受講修了者３名を中心に認知症の理解と接し方の普及に
取り組んだ。特に、法人内において認知症サポーター養成研修のプログラム
を完成させた。
　出前講座の開催「認知症を学び地域で支えよう～認知症ＳＰサポーターにな
ろう」
開催回数２０回　参加者数４１１人

◯　継続実施予定

看護協会雲南支部
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　本会のオリジナル版「看取りのしおり」と「ケアガイド」の見直しを行った。 ◯　継続実施予定

⑱健康づくり・介護予
防

◯　出前講座の開催「サロンで使える楽しいレクリエーション」開催回数５回
参加者数５８人
◯　介護予防はつらつ事業として市内全域２８地区に分け２５会場を巡回して
「口腔機能向上」「栄養改善」「運動機能向上」を図るための事業展開をした。

◯　継続実施予定

雲南地域介護サービス
事業管理者連絡会

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　「看取り」については、関係機関主催による研修への参加など、それぞれ
の事業者において取り組まれており、当団体としての独自の取り組みはありま
せん

◯　令和２年度も同様

⑱健康づくり・介護予防 ◯　「介護予防対策」についても、関係諸団体等と連携して、それぞれの事業
者において取り組まれているところであり、当団体として独自の取り組みはあ
りません

◯　令和２年度も同様
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団体名 項目 R元年度の取組み状況 R２年度の取組み状況

　　　　　　　　　　　各団体の取り組み報告等 資料１－３

雲南地域介護支援専門員協会 ①医療連携体制 ◯　医療連携についての研修 ◯　コロナの関係で行えていない

がんばれ雲南病院市民の会 ⑨地域医療 ◯　中規模の研修会実施「住民が担う地域医療の認識と実践」
◯　病院ボランティアの支援
◯　雲南市立病院へ赴任した医師の歓迎会は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止

◯　講演会の実施
　　「コロナウイルス　正しく知って正しく恐れよう」
　　講師　島根大学医学部　佐野千晶　教授

雲南病院を支えよう市民の会 ①医療連携体制 ◯　シンポジウムへの参加 ◯　コロナ禍の中で活動なし
奥出雲町
地域医療確保推進協議
会

⑬緩和ケア及び人生
の最終段階の医療

◯　ACP研修会実施

飯南町の医療を守り支援する会 ⑨地域医療 ◯　町内の医療機関が閉院することに伴い医療懇談会を実施
　　（２地区/５地区）

◯　町内の医療機関が閉院することに伴い医療懇談会を実施
　　（残りの３地区/５地区）（新型コロナのため実施できず）

保険者協議会
健康保険組合連合会
島根連合会

⑤糖尿病 ◯　糖尿病性腎症の重症化予防事業の実施に向け、各健康保険組合と協議
を開始予定

保険者協議会
島根県国民健康保険
団体連合会

⑱健康づくり・介護予防◯　特定健診受診率及び保健指導実施率向上を目的とした取り組みを推進す
るため、「診療における検査データの活用」及び「特定保健指導の実施」に関
し、県医師会との集合契約締結に向け準備を進めた

◯　令和２年４月１日付けで締結した県医師会との集合契約について、参加保
険者・医療機関の拡大に向け、働きかけを行っていく
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